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１ 調査概要 

⑴ 目的 

   ひとり親家庭の生活実態や要望・意見等を把握し，今後の本市のひとり親家庭

への支援施策の検討に向けた基礎資料とすること。 

 

⑵ 調査設計 

調査対象者：京都市内在住の母子・父子家庭 

抽 出 方 法：住民基本台帳から無作為抽出 

調 査 期 間：平成 30年９月７日～９月 21日 

調 査 方 法：郵送による配布・回収 

 

⑶ 実施状況 

  
調査対象者

（配布数） 
有効回収数 有効回収率 

ひとり親家庭 5,000件 1,272件 25.40% 

  
うち母子家庭 3,700件 999件 27.00% 

うち父子家庭 1,300件 273件 21.00% 

（参考） 
平成 25年調査 5,000件 1,251件 25.00% 

平成 20年調査 5,000件 1,430件 28.60% 

 

⑷ 報告書の見方 

・ 回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して，それぞれの回答数の割合

を小数点以下第２位で四捨五入したものです。そのため，単数回答（複数の選

択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっても合計値が 100.0％にならない場

合があります。このことは，本報告書内の分析文，グラフ，表においても反映

しています。 

・ 複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合，

回答は選択肢ごとの有効回答数に対して，それぞれの割合を示しています。そ

のため，合計が 100.0％を超える場合があります。 

・ 図表中において「不明・無回答」とあるものは，回答が示されていない，又

は回答の判別が困難なものです。 

・ 図表中の「Ｎ（number of case）」は，集計対象者総数（あるいは回答者限

定設問の限定条件に該当する人）を表しています。 

・ 本文中の設問の選択肢について，長い文は簡略化している場合があります。 

・ 設問によっては，結果を詳細に分析するため，クロス集計表を掲載していま

す。 
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２ 主な調査結果 

⑴ 子育て・生活支援について 

  ア 住まいの状況 

    住宅の種類（問 15）では，母子家庭では「賃貸住宅」の割合が父子家庭と比

較すると４割弱と高く，現在の住宅に住むようになった時期（問 16）は「ひと

り親家庭になってから」の割合が７割弱と高くなっています。 

 

【住宅の種類】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現在の住宅に住むようになった時期】 

 

 

 

 

 

 

 

21.9 

11.1 

3.1 

0.9 

37.9 

1.6 

14.9 

0.3 

6.2 

2.0 

56.8 

3.7 

1.1 

0.4 

16.5 

0.7 

15.0 

0.0 

3.7 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80%

１．持ち家

（本人名義）

２．公営住宅

（府・市営）

３．公社・

公団住宅

４．社宅

５．賃貸住宅

６．間借り

７．実家や親戚の

家に同居

８．母子生活支援

施設（母子寮）

９．その他

不明・無回答

母子家庭（N=999）

父子家庭（N=273）

【平成30年】

１．持ち家

（本人名義）

２．公営住宅

（府・市営）

３．公社・

公団住宅

７．実家や親戚

の家に同居

８．母子生活

支援施設

（母子寮）

30.8 

60.8 

67.2 

37.7 

2.0 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭（N=999）

父子家庭（N=273）

１．ひとり親家庭になる前から ２．ひとり親家庭になってから

不明・無回答

【平成30年】
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  イ ひとり親家庭になった直後の生活状況（問 27） 

    「自立して生活できる状況になかったが，周りの人の理解や援助があって生

活の目途はすぐに立った」の割合が母子家庭・父子家庭共に４割台半ばとなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.2 

30.4 

44.6 

45.4 

19.1 

13.2 

6.0 

2.2 

4.5 

4.4 

2.5 

4.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭（N=999）

父子家庭（N=273）

１．自立して生活できる状況にあった（自立できる自信があった）

２．自立して生活できる状況になかったが，周りの人の理解や援助があって生活の目途はすぐに立った

３．自立して生活できる状況になく，また，周りの人の理解や援助もなかったので，非常に困った

４．その他

５．わからない

不明・無回答

【平成30年】
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  ウ 子どもの進学について（問 28） 

    母子家庭・父子家庭共に６割台半ばの方が大学まで進学してほしいと思って

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.8 

16.8 

16.3 

65.4 

7.1 

15.3 

5.5 

2.9 

2.7 

1.9 

0.4 

15.8 

10.6 

67.4 

8.1 

7.7 

4.8 

3.3 

1.8 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80%

１．中学校

２．高校

３．短大・

高等専門学校

４．大学

５．大学院

６．専修学校・

各種学校

７．特にない

８．わからない

９．その他

不明・無回答

母子家庭（N=999）

父子家庭（N=273）

【平成30年】

３．短大・

高等専門学校

６．専修学校・

各種学校
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  エ 子どもについての現在の悩み（問 29） 

    母子家庭・父子家庭共に約４割の方が「教育・進学・学習の遅れ」を悩みと

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.2 

11.3 

40.1 

23.3 

7.8 

8.2 

7.9 

5.6 

14.1 

11.5 

3.3 

5.7 

4.0 

12.9 

7.7 

2.5 

26.0 

11.0 

40.3 

26.4 

11.7 

4.0 

8.8 

8.4 

16.1 

15.0 

4.4 

4.4 

4.4 

10.3 

5.9 

3.7 

0% 20% 40% 60%

１．今のところ悩みはない

２．育児

３．教育・進学・

学習の遅れ

４．しつけ

５．会話が少ない

６．預け先がない

７．病気

８．衣服・身の回り

９．食事・栄養

10．友人関係

11．いじめ

12．不登校

13．非行化

14．就職

15．その他

不明・無回答

【平成30年】

母子家庭（N=999）

父子家庭（N=273）

３．教育・進学・

学習の遅れ
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  オ 日常の昼間，小学校入学前の子どもを主に見ている方・通い先（問 30） 

    母子家庭・父子家庭共に「保育園（所）・認定こども園に通う」の割合が７

割台半ばと高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.2 

6.2 

12.4 

0.0 

2.2 

0.6 

0.0 

1.7 

75.8 

8.4 

1.7 

2.2 

0.6 

0.6 

6.2 

19.2 

15.4 

34.6 

0.0 

3.8 

0.0 

3.8 

0.0 

76.9 

11.5 

0.0 

0.0 

3.8 

0.0 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．あなた自身がみる

２．同居の家族がみる

３．実家や親戚などにみてもらう

４．近所の人にみてもらう

５．友人や知人にみてもらう

６．ファミリーサポート事業の提供会員に

みてもらう

７．ベビーシッター・家政婦にみてもらう

８．習い事や塾に通う

９．保育園（所）・認定こども園に通う

10．幼稚園に通う

11．小規模（家庭的）保育事業所に通う

12．勤務先の事業所内保育施設に通う

13．認可外保育施設に通う

14．その他

不明・無回答

母子家庭（N=178）

父子家庭（N=26）

【平成30年】

６．ファミリーサポート事業の提供会員に

みてもらう



7 

  カ 放課後または小学校の長期休暇中，小学校１年生から３年生までの子どもを

主に見ている方・通い先（問 32） 

    母子家庭・父子家庭共に「学童クラブ・放課後ほっと広場（ゆうゆうクラブ）

に通う」の割合が４割強と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.0 

18.0 

27.8 

0.5 

3.6 

2.1 

0.0 

11.9 

43.8 

8.8 

10.3 

3.1 

6.2 

2.6 

8.8 

2.6 

34.4 

28.1 

28.1 

0.0 

0.0 

0.0 

3.1 

9.4 

43.8 

9.4 

15.6 

0.0 

6.3 

9.4 

9.4 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１．あなた自身がみる

２．同居の家族がみる

３．実家や親戚などにみてもらう

４．近所の人にみてもらう

５．友人や知人にみてもらう

６．ファミリーサポート事業の提供会員に

みてもらう

７．ベビーシッター・家政婦にみてもらう

８．習い事や塾に通う

９．学童クラブ・放課後ほっと広場

（ゆうゆうクラブ）に通う

10．放課後まなび教室に通う

11．児童館（９以外での利用）に通う

12．民間の学童保育に通う

13．放課後等デイサービスに通う

14．その他

15．みてくれる人はいない

不明・無回答

母子家庭（N=194）

父子家庭（N=32）

【平成30年】

６．ファミリーサポート事業の提供会員に

みてもらう

９．学童クラブ・放課後ほっと広場

（ゆうゆうクラブ）に通う
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  キ 家族・親戚以外で，日頃から子どもをみてもらえる人（問 44） 

    母子家庭・父子家庭共に６割台半ばの方が「特にいない」としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.9 

3.4 

4.8 

15.7 

2.4 

0.8 

6.3 

64.0 

3.7 

12.1 

6.2 

4.0 

7.7 

2.2 

1.5 

6.2 

64.8 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80%

１．近所の人

２．職場・仕事に関係のある人

３．学生時代の友人

４．お子さまを通じての友人（保育園（所）など

の保護者会やスポーツ少年団など）

５．あなたの趣味やスポーツなどを通じた活動の

仲間

６．あなたの社会的活動を通じた活動の仲間

７．その他

８．特にいない

不明・無回答

母子家庭（N=999）

父子家庭（N=273）

【平成30年】

４．お子さまを通じての友人（保育園（所）などの

保護者会やスポーツ少年団など）

５．あなたの趣味やスポーツなどを通じた

活動の仲間
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11.1 

7.0 

10.1 

5.2 

14.8 

14.6 

9.4 

15.0 

50.1 

54.5 

4.5 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭（N=775）

父子家庭（N=213）

１．ほぼ毎日 ２．週に３～４日 ３．週に１～２日

４．月に１～２日 ５．めったにない 不明・無回答

28.9 

9.3 

16.2 

7.0 

15.2 

1.3 

14.9 

7.2 

0.0 

34.5 

3.4 

12.1 

13.8 

17.2 

0.0 

7.8 

11.2 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40%

１．仕事や家事等が忙しく時間がないから

２．教え方がわからないから

３．学習内容がよくわからないから

４．子どもが自分自身で考えないといけないから

５．子どもが自分の力だけでやりたがって

いるから

６．興味がないから，面倒だから

７．その他

８．特に理由はない

不明・無回答

母子家庭（N=388） 父子家庭（N=116）

５．子どもが自分の力だけでやりたがっている

から

  ク 子どもに勉強を教える頻度 

    子どもに勉強を教える頻度（問 39①）では，「めったにない」の割合が，母

子家庭・父子家庭共に５割以上となっています。その理由（問 39②）は，「仕

事や家事等が忙しく時間がないから」の割合が，母子家庭が３割弱，父子家庭

が３割台半ばと高くなっています。 

 

【勉強を教える頻度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【勉強を教えることがない理由】 
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28.9 

21.6 

64.6 

71.8 

6.5 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭（N=775）

父子家庭（N=213）

１．知っている ２．知らない 不明・無回答

12.1 

19.6 

79.5 

71.7 

8.5 

8.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭（N=224）

父子家庭（N=46）

１．利用したことがある ２．利用したことがない 不明・無回答

48.6 

39.8 

49.0 

55.9 

2.4 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭（N=679）

父子家庭（N=186）

１．思う ２．思わない 不明・無回答

  ケ ひとり親の子どもに対する学習支援事業（問 36） 

    認知度は，母子家庭の６割台半ば，父子家庭の７割強が「知らない」として

おり，知っている方の利用経験は，「利用したことがない」の割合が，母子家

庭で約８割，父子家庭で７割強となっています。知らなかった方では，母子家

庭の５割弱，父子家庭の約４割が「利用してみたいと思う」としています。 

 

【認知度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知っている方の利用経験】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【（知らない方・利用したことがない方）学習支援を利用してみたいと思うか】 
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⑵ 就業支援について 

  ア 就労状況（問 12①） 

    仕事をしている割合が，母子家庭では８割台半ば，父子家庭では９割強とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 就労形態（問 12③） 

    母子家庭では，「契約・パート・アルバイト」が最も高く，次いで「正社員・

正職員」で，共に４割台半ばの割合となっています。父子家庭では，「正社員・

正職員」の割合が約７割と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

75.7 

86.8 

10.3 

4.8 

11.9 

7.0 

2.1 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭（N=999）

父子家庭（N=273）

１．１つの仕事だけしている ２．２つ以上の仕事をしている

３．仕事をしていない 不明・無回答

【平成30年】

43.1 

45.3 

3.0 

5.2 

0.7 

0.7 

1.5 

0.5 

69.2 

6.8 

0.8 

20.0 

1.6 

0.4 

0.8 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80%

１．正社員・正職員

２．契約・パート・

アルバイト

３．派遣社員

４．自営業主

５．家族従業者

６．内職・在宅就業

７．その他

不明・無回答

母子家庭（N=859）

父子家庭（N=250）

【平成30年】

２．契約・パート・

アルバイト
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  ウ 勤務時間（問 12⑥） 

    始業時間は，母子家庭では「９時台」，父子家庭では「８時台」の割合が最

も高く，終業時間は，共に「１７時台」の割合が最も高いが，父子家庭は母子

家庭よりも「１８時台」「１９時台」「２０時台以降」の割合が高くなってい

ます。帰宅時間は，母子家庭では「１８時台」，父子家庭では「２０時以降」

の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.6 

39.8 

43.4 

9.2 

4.7 

0.5 

11.5 

52.2 

31.1 

2.9 

1.9 

0.5 

0% 20% 40% 60%

８時前

８時台

９時台

10時台

11時以降

不明・無回答

始業時間 母子家庭（N=666）

父子家庭（N=209）

【平成30年】

10.8 

12.8 

46.8 

15.3 

5.3 

6.5 

2.6 

2.9 

5.7 

36.4 

24.4 

14.4 

10.5 

5.7 

0% 20% 40% 60%

16時前

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

不明・無回答

終業時間 母子家庭（N=666）

父子家庭（N=209）

【平成30年】

6.3 

5.0 

19.8 

30.5 

14.7 

12.8 

11.0 

1.9 

1.0 

10.5 

23.0 

23.4 

29.7 

10.5 

0% 20% 40% 60%

16時前

16時台

17時台

18時台

19時台

20時以降

不明・無回答

帰宅時間 母子家庭（N=666）

父子家庭（N=209）

【平成30年】
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  エ 仕事上の悩み（問 12⑦） 

    「収入が少ない」の割合が，母子家庭が６割弱，父子家庭が４割強と最も多

く，次に「子どもの世話・家事との両立が困難」の割合が，母子家庭が２割台

半ば，父子家庭が３割強と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58.8 

10.0 

4.7 

5.5 

16.3 

9.3 

9.2 

11.9 

8.3 

12.7 

25.5 

8.1 

9.0 

43.6 

12.0 

5.2 

6.8 

22.4 

15.6 

5.6 

5.6 

5.2 

9.6 

32.4 

6.4 

13.2 

0% 20% 40% 60% 80%

１．収入が少ない

２．労働時間が合わない

３．職務内容が合わない

４．経験や能力が発揮できない

５．休日が少ない・自由に取れない

６．通勤が遠い

７．社会保険がないまたは不十分

８．身分が安定していない

９．職場環境（人間関係）になじめない

10．健康がすぐれない

11．子どもの世話・家事等との両立が困難

12．その他

不明・無回答

母子家庭（N=859）

父子家庭（N=250）

【平成30年】
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  オ 転職希望（問 12⑧） 

    転職希望のある方は，母子家庭・父子家庭共に約８割の方が「正社員・正職

員」を希望しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  カ ひとり親家庭になった当時の就労状況（問 11①） 

    母子家庭では，「今と違ったところで仕事をしていた」「仕事をしていなか

った」がそれぞれ３割台半ば，父子家庭では，「今と同じところで仕事をして

いた」が６割台半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

78.2 

12.0 

1.3 

3.9 

0.3 

1.3 

1.6 

1.3 

80.0 

9.1 

0.0 

7.3 

0.0 

0.0 

0.0 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．正社員・正職員

２．契約・パート・

アルバイト

３．派遣社員

４．自営業主

５．家族従業者

６．内職・在宅就業

７．その他

不明・無回答

母子家庭（N=308）

父子家庭（N=55）

【平成30年】

２．契約・パート・

アルバイト

30.2 

65.6 

34.5 

27.1 

32.7 

4.4 

2.5 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭（N=999）

父子家庭（N=273）

１．今と同じところで仕事をしていた

２．今と違ったところで仕事をしていた

３．仕事をしていなかった

不明・無回答

【平成30年】
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  キ ひとり親になった当時の仕事を辞めた理由（問 11②） 

    母子家庭では「収入がよくない」の割合が２割強，父子家庭では「子どもの 

世話・家事等の両立が困難」の割合が約３割と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.3 

10.1 

5.8 

1.4 

1.2 

4.6 

3.8 

2.9 

2.3 

0.6 

4.3 

11.6 

26.4 

2.6 

9.5 

4.1 

4.1 

0.0 

8.1 

14.9 

0.0 

1.4 

2.7 

2.7 

1.4 

29.7 

17.6 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40%

１．収入がよくない

２．勤め先が自宅から遠い

３．健康がすぐれない

４．仕事の内容がよくない

５．職場環境になじめない

６．労働時間が合わない

７．社会保険がないまたは

不十分

８．休みが少ない・自由に

取れない

９．身分が安定していない

10．経験や能力が発揮でき

ない

11．自営業で就業していた

が，離婚したため

12．子どもの世話・家事等

との両立が困難

13．その他

不明・無回答

【平成30年】

母子家庭（N=345）

父子家庭（N=74）

２．勤め先が自宅から

遠い

４．仕事の内容がよく

ない

５．職場環境になじめ

ない

７．社会保険がない

または不十分

８．休みが少ない・

自由に取れない

９．身分が安定して

いない

10．経験や能力が発揮

できない

11．自営業で就業していた

が，離婚したため

12．子どもの世話・家事等

との両立が困難
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⑶ 経済的支援及び養育費の確保について 

  ア 世帯全員の総収入（問 19①） 

    母子家庭では「２５０万円未満」の割合が５割以上を占めています。 

  イ 世帯の月平均の生活費（問 20） 

    母子家庭では「１５～２０万円未満」の割合が２割台半ば，父子家庭では「２

０～２５万円未満」の割合が約２割と高くなっています。 

 

【世帯全員の総収入】    【世帯の月平均の生活費】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※不明・無回答除く

6.0 

6.0 

12.3 

12.3 

14.6 

11.1 

8.3 

8.5 

7.9 

3.7 

4.1 

1.3 

4.0 

2.4 

3.8 

4.3 

2.8 

7.1 

8.1 

7.6 

10.4 

10.4 

10.9 

7.6 

7.6 

17.1 

0% 10% 20% 30%

１．50万円未満

２．50～100万円未満

３．100～150万円未満

４．150～200万円未満

５．200～250万円未満

６．250～300万円未満

７．300～350万円未満

８．350～400万円未満

９．400～500万円未満

10．500～600万円未満

11．600～700万円未満

12．700～800万円未満

13．800万円以上

【平成30年】 母子家庭（N=751）

父子家庭（N=211）

3.1 

4.5 

15.8 

24.1 

21.3 

7.2 

4.6 

1.6 

1.6 

0.2 

1.9 

14.0 

1.1 

3.7 

10.3 

15.8 

19.8 

10.3 

15.0 

1.5 

4.8 

0.4 

5.5 

12.1 

0% 10% 20% 30%

５万円未満

５～10万円未満

10～15万円未満

15～20万円未満

20～25万円未満

25～30万円未満

30～35万円未満

35～40万円未満

40～45万円未満

45～50万円未満

50万円以上

不明・無回答

母子家庭（N=999）

父子家庭（N=273）

【平成30年】
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ウ 世帯の生活費で，支出額の多いもの（問 21） 

    母子家庭では「住宅費（家賃・ローンを含む）」の割合が４割弱，父子家庭

では「食費」の割合が３割台半ばと高くなっています。また，「教育費」も高

い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.5 

38.0 

1.3 

15.3 

0.6 

0.2 

2.6 

2.8 

0.5 

0.4 

0.9 

2.8 

35.2 

31.5 

0.4 

14.3 

0.0 

0.4 

7.0 

6.2 

0.4 

0.0 

1.1 

3.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１．食費

２．住宅費

（家賃・ローンを含む）

３．光熱・水道費

４．教育費

５．医療費

６．交際費

７．税金・社会保険料

８．ローン（借金）などの

返済（住宅ローン除く）

９．仕送り

10．車の維持費

11．その他

不明・無回答

【平成30年】

母子家庭（N=999）

父子家庭（N=273）

８．ローン（借金）などの

返済（住宅ローン除く）

２．住宅費（家賃・ローン

を含む）
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  エ 養育費に関する取り決め（問 22） 

    「取り決めをしていない」の割合が，母子家庭が４割台半ば，父子家庭では

６割強となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  オ 取り決めどおりの養育費の支払い状況（問 23①） 

    母子家庭・父子家庭共に「支払われている」と「支払われていない」の割合

が同程度となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.5 

22.0 

11.7 

8.7 

46.7 

62.4 

4.1 

6.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭（N=797）

父子家庭（N=173）

１．文書で取り決めをしている ２．文書以外で取り決めをしている

３．取り決めをしていない 不明・無回答

【平成30年】

36.2 

35.8 

11.0 

1.9 

34.9 

34.0 

5.6 

13.2 

12.2 

15.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭（N=392）

父子家庭（N=53）

１．支払われている

２．支払われたり，支払われなかったりしている

３．支払われていない

４．受け取りは終わった

不明・無回答

【平成30年】
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  カ 面会交流に関する取り決め（問 24） 

    「取り決めをしていない」の割合が，母子家庭が６割強，父子家庭が６割弱

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  キ 取り決め後の面会交流の状況 

    取り決め後の面会交流の状況（問 25①）では，「現在，面会交流を行ってい

る」の割合が，母子家庭が５割弱，父子家庭が５割台半ばとなっており，その

頻度（問 25②）は「月１回程度」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.3 

20.8 

8.7 

10.4 

61.5 

58.4 

8.5 

10.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭（N=797）

父子家庭（N=173）

【平成30年】

１．文書で取り決めをしている ２．文書以外で取り決めをしている

３．取り決めをしていない 不明・無回答

48.1 

53.7 

25.5 

22.2 

21.8 

20.4 

4.6 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭（N=239）

父子家庭（N=54）

１．現在，面会交流を行っている

２．過去に行ったことがあるが，現在は行っていない

３．面会交流を行ったことがない

不明・無回答

【平成30年】
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【面会交流の頻度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.8 

35.2 

8.0 

10.8 

5.1 

15.3 

13.1 

1.7 

17.1 

24.4 

9.8 

4.9 

4.9 

19.5 

17.1 

2.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１．月２回以上

２．月１回程度

３．２～３か月に１回

４．４～６か月に１回

５．長期休暇中

６．その都度協議して

決める

７．その他

不明・無回答

【平成30年】

母子家庭（N=176）

父子家庭（N=41）

６．その都度協議

して決める
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  ク ひとり親家庭になった当時，また，現在困ったこと（問 45） 

    母子家庭では，ひとり親家庭になった「当時」「現在」ともに，「経済的な

こと」「子どもの養育・教育」の割合が高くなっています。 

父子家庭においては，「当時」では，「子どもの養育・教育」，「家事」が

多く挙げられているが，「現在」では，「子どもの養育・教育」，「経済的な

こと」の割合が高くなっています。 

 

◆当時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.8 

21.9 

47.8 

29.9 

23.4 

17.9 

12.5 

12.8 

7.0 

21.0 

65.5 

24.0 

2.9 

5.4 

6.6 

50.2 

50.5 

28.6 

9.5 

19.8 

30.8 

18.3 

10.6 

10.3 

9.9 

31.9 

13.9 

2.6 

6.2 

8.1 

0% 20% 40% 60% 80%

１．子どもの養育・教育

２．家事

３．就職や仕事

４．住居

５．病気や医療

６．相談相手がいないこと

７．勤務先や近所との付き合い

８．家族や親戚との付き合い

９．異性との付き合い・再婚のこと

10．老後のこと

11．経済的なこと

12．ひとり親家庭に対する差別や偏見

13．その他

14．困っていることはない

不明・無回答

母子家庭（N=999）

父子家庭（N=273）

【平成30年】
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◆現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.0 

18.6 

30.0 

19.3 

24.9 

14.7 

11.1 

9.0 

13.9 

46.8 

69.1 

16.8 

3.3 

8.3 

4.4 

41.4 

29.7 

22.7 

7.7 

17.6 

22.3 

14.7 

8.8 

19.0 

27.5 

39.6 

9.5 

3.3 

11.7 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80%

１．子どもの養育・教育

２．家事

３．就職や仕事

４．住居

５．病気や医療

６．相談相手がいないこと

７．勤務先や近所との付き合い

８．家族や親戚との付き合い

９．異性との付き合い・再婚のこと

10．老後のこと

11．経済的なこと

12．ひとり親家庭に対する差別や偏見

13．その他

14．困っていることはない

不明・無回答

母子家庭（N=999）

父子家庭（N=273）

【平成30年】
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  ケ 市や国に最も要望したいこと（問 53） 

    「年金・手当など経済的支援を充実する」が，母子家庭で６割台半ば，父子

家庭で約５割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.4 

30.6 

32.9 

17.2 

30.9 

24.1 

22.9 

15.0 

22.9 

9.4 

12.8 

5.9 

66.1 

30.4 

16.7 

7.0 

7.9 

20.1 

16.8 

15.4 

12.8 

27.5 

17.2 

14.3 

15.8 

13.9 

8.1 

11.4 

2.2 

49.1 

21.6 

7.7 

6.2 

18.7 

0% 20% 40% 60% 80%

１．ひとり親家庭に対する偏見のない世の中をつ

くる

２．職業訓練の場や働く機会を増やすなど安定的

な就業の支援を充実する

３．市営住宅などの公営住宅を増やすなど居住の

確保がしやすい環境を整備する

４．健康診断や保健相談・指導を充実する

５．医療や介護サービスを充実する

６．保育園（所）を整備する

７．学童保育の場を増やす

８．生活上の悩みの相談窓口を充実する

９．学習や教養などを身に付ける機会を増やす

10．スポーツやレクリエーションに参加できる機

会を増やす

11．いろいろな施設や制度のＰＲを充実する

12．民間ボランティアや社会福祉団体を育成する

13．年金・手当など経済的支援を充実する

14．子どもの居場所づくりや学習支援

15．養育費確保のためのアドバイス

16．その他

不明・無回答

母子家庭（N=999）

父子家庭（N=273）

【平成30年】

１．ひとり親家庭に対する偏見のない世の中を

つくる

２．職業訓練の場や働く機会を増やすなど

安定的な就業の支援を充実する

３．市営住宅などの公営住宅を増やすなど

居住の確保がしやすい環境を整備する

10．スポーツやレクリエーションに参加できる

機会を増やす
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⑷ 相談支援及び情報提供について 

  ア ひとり親になった当時の相談相手（問 46） 

    「両親・親戚などに相談」の割合が，母子家庭で５割台半ば，父子家庭で５

割弱，「友人・知人に相談」の割合が，母子家庭で約４割，父子家庭で２割台

半ばとなっています。また，「自分で解決」の割合も，母子家庭で約５割，父

子家庭で５割台半ばと高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.6 

12.2 

55.7 

40.4 

1.4 

2.7 

9.6 

17.8 

2.7 

3.5 

2.7 

3.7 

57.1 

8.1 

48.7 

24.9 

4.8 

1.1 

15.8 

8.1 

2.6 

1.1 

4.4 

4.8 

0% 20% 40% 60% 80%

１．自分で解決

２．自分の子どもに相談

３．両親・親戚などに相談

４．友人・知人に相談

５．近所の人に相談

６．民生委員・児童委員に相談

７．職場の上司・同僚に相談

８．公的な機関に相談

９．前の配偶者に相談

10．その他

11．相談相手がいない，方法がわからない

不明・無回答

母子家庭（N=999）

父子家庭（N=273）

【平成30年】
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  イ 悩みごとを相談したことがある公の機関等（問 47） 

    母子家庭・父子家庭共に「学校」の割合が２割弱となっています。次に母子

家庭では「保育園（所）・認定こども園・幼稚園」の割合が２割弱，父子家庭

では「児童福祉センター」の割合が１割強となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 

0.3 

0.9 

9.9 

16.1 

9.4 

6.1 

1.8 

0.7 

7.3 

7.2 

3.7 

0.4 

1.5 

6.2 

11.0 

4.0 

3.3 

0.4 

0.0 

3.7 

0.4 

0% 20% 40% 60%

１．民生委員・児童委員・主

任児童委員

２．市政協力委員や町内会長

など

３．市会議員・府議会議員

４．保健福祉センター子ども

はぐくみ室

５．児童福祉センター（児童

相談所・発達相談所）

６．京都市ひとり親家庭支援

センター（ゆめあす）

７．市民相談・区民相談

８．京都市男女共同参画セン

ター（ウイングス京都）

９．京都府男女共同参画セン

ター（らら京都）

10．公共職業安定所（ハロー

ワーク）

11．マザーズハローワーク烏

丸御池

母子家庭（N=999）

父子家庭（N=273）
【平成30年】

１．民生委員・児童委員・

主任児童委員

２．市政協力委員や

町内会長など

３．市会議員・府議会議員

４．保健福祉センター

子どもはぐくみ室

５．児童福祉センター

（児童相談所・発達相談所）

６．京都市ひとり親家庭

支援センター（ゆめあす）

７．市民相談・区民相談

８．京都市男女共同参画センター

（ウイングス京都）

９．京都府男女共同参画センター

（らら京都）

10．公共職業安定所

（ハローワーク）

11．マザーズハローワーク

烏丸御池

8.2 

0.2 

8.1 

6.2 

17.1 

7.6 

19.0 

11.8 

8.6 

6.1 

38.1 

0.4 

0.4 

3.7 

2.2 

8.4 

4.4 

18.7 

4.0 

1.5 

5.1 

57.9 

0% 20% 40% 60%

12．マザーズジョブカフェ

（京都テルサ内）

13．交通事故相談所

14．家庭裁判所

15．警察署

16．保育園（所）・認定こど

も園・幼稚園

17．児童館

18．学校

19．弁護士会の法律相談セン

ター

20．日本司法支援センター

（法テラス）

21．その他

不明・無回答

12．マザーズジョブカフェ

（京都テルサ内）

16．保育園（所）・

認定こども園・幼稚園

19．弁護士会の法律相談

センター

20．日本司法支援センター
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  ウ ひとり親家庭支援センターゆめあすについて（問 49） 

    ゆめあすの認知については，「知らない」の割合が，母子家庭が６割強，父

子家庭では約７割となっています。 

また，実施事業の認知については，「就業の相談」や「パソコン講習会」の

割合が５割～６割程度となっており，利用したことがある事業についても，母

子家庭では，「就業の相談」「パソコン講習会」の割合が３割程度となってい

ます。また，興味がある事業については，母子家庭・父子家庭共に「パソコン

講習会」が４割以上，母子家庭では「着物の貸出し」，父子家庭では「（養育

費・子どもとの面会交流などの相談以外の）無料法律相談」の割合が３割以上

となっています。 

 

【ゆめあすの認知】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24.0 

12.5 

62.8 

70.3 

13.2 

17.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭（N=999）

父子家庭（N=273）

【平成30年】

１．知っている ２．知らない 不明・無回答
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26.2 

18.5 

16.6 

42.7 

24.5 

9.6 

17.5 

15.6 

22.2 

15.9 

11.3 

34.8 

29.2 

13.7 

8.5 

41.5 

27.8 

8.5 

33.0 

25.9 

24.1 

13.7 

0.0 

12.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．就業の相談

２．仕事に役立つセミナー

（就職準備セミナー）

３．自立支援プログラム

４．パソコン講習会

５．パソコン自習支援

６．養育費・子どもとの面

会交流などの相談

７．「６」以外の無料法律

相談

８．日常生活の相談

９．親と子の交流会（バー

ベキュー等）

10．生活に役立つセミナー

（育児，クッキング，健康

づくりに関する講習等）

11．mama*cafe（お母さん

の交流会）

12．着物の貸出し

【平成30年】

母子家庭（N=302）

父子家庭（N=58）

６．養育費・子どもとの

面会交流などの相談

７．「６」以外の無料

法律相談

33.1 

15.2 

10.6 

29.1 

9.9 

15.2 

21.9 

7.3 

19.9 

20.5 

15.2 

7.3 

45.0 

0.0 

27.5 

17.5 

0.0 

0.0 

27.5 

17.5 

17.5 

17.5 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．就業の相談

２．仕事に役立つセミナー

（就職準備セミナー）

３．自立支援プログラム

４．パソコン講習会

５．パソコン自習支援

６．養育費・子どもとの面

会交流などの相談

７．「６」以外の無料法律

相談

８．日常生活の相談

９．親と子の交流会（バー

ベキュー等）

10．生活に役立つセミナー

（育児，クッキング，健康

づくりに関する講習等）

11．mama*cafe（お母さん

の交流会）

12．着物の貸出し

【平成30年】

母子家庭（N=151）

父子家庭（N=11）※参考

９．親と子の交流会

（バーベキュー等）

10．生活に役立つセミナー

（育児，クッキング，

健康づくりに関する

講習等）

11．mama*cafe

（お母さんの交流会）

６．養育費・子どもとの

面会交流などの相談

７．「６」以外の無料

法律相談

61.9 

47.3 

43.4 

56.2 

33.1 

29.2 

32.0 

25.6 

33.8 

30.6 

49.5 

40.6 

64.1 

40.2 

31.5 

47.8 

28.3 

16.3 

40.2 

16.3 

28.3 

23.9 

16.3 

31.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．就業の相談

２．仕事に役立つセミナー

（就職準備セミナー）

３．自立支援プログラム

４．パソコン講習会

５．パソコン自習支援

６．養育費・子どもとの面

会交流などの相談

７．「６」以外の無料法律

相談

８．日常生活の相談

９．親と子の交流会（バー

ベキュー等）

10．生活に役立つセミナー

（育児，クッキング，健康

づくりに関する講習等）

11．mama*cafe（お母さん

の交流会）

12．着物の貸出し

【平成30年】

母子家庭（N=281）

父子家庭（N=25）

９．親と子の交流会

（バーベキュー等）

10．生活に役立つセミナー

（育児，クッキング，

健康づくりに関する

講習等）

11．mama*cafe

（お母さんの交流会）

６．養育費・子どもとの

面会交流などの相談

７．「６」以外の無料

法律相談

≪知っている事業≫  ≪利用したことがある事業≫  ≪興味がある事業≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※不明・無回答除く 
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31.1 

35.2 

12.2 

16.1 

9.8 

10.3 

25.2 

15.0 

20.2 

22.3 

1.4 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母子家庭（N=999）

父子家庭（N=273）

１．心身ともに快調

２．からだの調子はよいが，精神的に不調

３．精神的にはよいが，からだが不調

４．心身ともに不調

５．なんともいえない

不明・無回答

⑸ その他 

  ア 現在の気持ちやからだの調子（問 6） 

    心身の少なくともいずれかが「不調」の割合が，母子家庭・父子家庭共に 

４割以上となっています。 
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7.9 

21.9 

17.8 

3.1 

3.2 

6.4 

5.1 

5.5 

4.7 

9.3 

20.4 

19.6 

24.9 

22.2 

5.5 

9.8 

15.3 

13.8 

17.1 

19.0 

19.4 

19.5 

39.9 

24.5 

28.7 

37.3 

46.6 

25.5 

28.2 

32.2 

40.4 

21.0 

26.3 

10.9 

11.9 

11.3 

21.3 

13.6 

23.5 

23.4 

19.6 

13.8 

22.1 

16.1 

6.2 

3.9 

6.5 

18.7 

9.8 

17.0 

16.2 

13.1 

9.1 

16.0 

6.2 

15.4 

12.8 

13.4 

14.0 

16.9 

12.2 

13.2 

12.4 

12.9 

12.1 

11.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．乳幼児健診でのアドバイスやアフターフォ

ローが充実している

２．身近に小児医療が受けられる環境が整ってい

る

３．必要な時に保育施設等や学童クラブ等を利用

できる環境である

４．保護者の用事（冠婚葬祭，保護者・家族の病

気等）の時に，必要な支援を受けられる環境であ

る

５．障害や，保護者の養護が足りないなど，配慮

を要する子どもの状況に応じた支援が行われてい

る

６．子育てをしながら仕事と生活は両立できる環

境である

７．子育てに不安を感じた時気軽に相談できると

ころがある

８．子どもへの教育環境が充実している

９．青少年が健全に育つ環境である

10．身近に，自宅以外の子どもの居場所や

遊び場がある

11．世間には，ひとり親家庭に対する偏見が

あると思う

母子家庭（N=999）
１．そう思う ２．少しそう思う

３．どちらともいえない ４．あまりそう思わない

５．そう思わない 不明・無回答

10．身近に，自宅以外の子どもの居場所や

遊び場がある

11．世間には，ひとり親家庭に対する偏見が

あると思う

１．乳幼児健診でのアドバイスやアフター

フォローが充実している

２．身近に小児医療が受けられる環境が

整っている

３．必要な時に保育施設等や学童クラブ等を

利用できる環境である

４．保護者の用事（冠婚葬祭，保護者・家族の

病気等）の時に，必要な支援を受けられる

環境である

５．障害や，保護者の養護が足りないなど，

配慮を要する子どもの状況に応じた支援が

行われている

６．子育てをしながら仕事と生活は両立できる

環境である

７．子育てに不安を感じた時気軽に相談できる

ところがある

  イ 京都市についての実感（問 50） 

    思う（「そう思う」と「少しそう思う」の合計）では，「身近に小児医療が

受けられる環境が整っている」，「必要な時に保育施設等や学童クラブ等を利

用できる環境である」，「世間には，ひとり親家庭に対する偏見があると思う」

の割合が高くなっています。 

そう思わない（「あまりそう思わない」と「そう思わない」の合計）では，

「保護者の用事の時に必要な支援を受けられる環境である」，「子育てをしな

がら仕事と生活を両立できる環境である」，「子育てに不安を感じた時気軽に

相談できるところがある」の割合が高くなっています。 
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5.9 

15.0 

15.0 

2.9 

2.2 

5.9 

4.8 

8.1 

5.9 

9.2 

12.5 

11.4 

25.6 

20.1 

8.8 

10.6 

10.6 

8.1 

16.8 

17.2 

19.4 

14.3 

46.5 

27.5 

31.9 

38.5 

45.4 

28.9 

34.8 

34.1 

36.6 

24.9 

31.5 

7.3 

5.5 

5.1 

12.5 

8.4 

18.3 

16.5 

12.1 

12.1 

16.5 

12.5 

5.9 

6.2 

7.3 

16.1 

11.7 

17.9 

17.2 

10.6 

8.8 

12.1 

12.5 

23.1 

20.1 

20.5 

21.2 

21.6 

18.3 

18.7 

18.3 

19.4 

17.9 

16.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．乳幼児健診でのアドバイスやアフターフォ

ローが充実している

２．身近に小児医療が受けられる環境が整ってい

る

３．必要な時に保育施設等や学童クラブ等を利用

できる環境である

４．保護者の用事（冠婚葬祭，保護者・家族の病

気等）の時に，必要な支援を受けられる環境であ

る

５．障害や，保護者の養護が足りないなど，配慮

を要する子どもの状況に応じた支援が行われてい

る

６．子育てをしながら仕事と生活は両立できる環

境である

７．子育てに不安を感じた時気軽に相談できると

ころがある

８．子どもへの教育環境が充実している

９．青少年が健全に育つ環境である

10．身近に，自宅以外の子どもの居場所や

遊び場がある

11．世間には，ひとり親家庭に対する偏見が

あると思う

父子家庭（N=273）
１．そう思う ２．少しそう思う

３．どちらともいえない ４．あまりそう思わない

５．そう思わない 不明・無回答

10．身近に，自宅以外の子どもの居場所や

遊び場がある

11．世間には，ひとり親家庭に対する偏見が

あると思う

１．乳幼児健診でのアドバイスやアフター

フォローが充実している

２．身近に小児医療が受けられる環境が

整っている

３．必要な時に保育施設等や学童クラブ等を

利用できる環境である

４．保護者の用事（冠婚葬祭，保護者・家族の

病気等）の時に，必要な支援を受けられる

環境である

５．障害や，保護者の養護が足りないなど，

配慮を要する子どもの状況に応じた支援が

行われている

６．子育てをしながら仕事と生活は両立できる

環境である

７．子育てに不安を感じた時気軽に相談できる

ところがある
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ウ 子どもの様子（自己肯定感）（問 40） 

    小学生児童調査（※）との比較では，母子家庭・父子家庭共に「①将来の明 

るい希望を話すことができる」「②自信を持って，行動したり人と関わること 

ができる」「③目標に向かって努力することができる」の全てで，「できる（ど 

ちらかというとできる）」の割合が低くなっています。 

 

（※）市内在住の小学生の保護者を対象とした「子育て支援に関する市民ニーズ調査」  

 

①将来の明るい希望を話すことができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②自信を持って，行動したり人と関わることができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③目標に向かって努力することができる 

 

 

 

 

 

47.0 

31.4 

20.5 

38.4 

30.3 

32.8 

8.2 

12.4 

11.5 

2.8 

7.2 

6.1 

3.1 

2.2 

5.7 

0.6 

16.5 

23.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生児童調査（N=3,202）

母子家庭（N=869）

父子家庭（N=244）

① 将来の明るい希望を話すことができる

できる どちらかというとできる

どちらかというとできない できない

わからない 不明・無回答

32.8 

26.0 

21.7 

47.3 

34.1 

30.7 

14.5 

14.5 

14.8 

3.4 

7.4 

5.3 

1.4 

1.7 

3.7 

0.6 

16.3 

23.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生児童調査（N=3,202）

母子家庭（N=869）

父子家庭（N=244）

② 自信を持って，行動したり人と関わることができる

できる どちらかというとできる

どちらかというとできない できない

わからない 不明・無回答

32.3 

25.8 

19.7 

47.8 

33.3 

29.5 

14.0 

13.7 

19.7 

3.4 

8.5 

2.9 

2.1 

2.5 

4.9 

0.5 

16.2 

23.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生児童調査（N=3,202）

母子家庭（N=869）

父子家庭（N=244）

③ 目標に向かって努力することができる

できる どちらかというとできる

どちらかというとできない できない

わからない 不明・無回答


